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国立大学図書館協会 平成 22 年秋季理事会議事要旨 

 

日 時：平成 22 年 11 月 10 日（水） 14：00～16：30 

場 所：京都大学 ライブラリーホール 

出席者：別紙のとおり 

 

1．開会 

  古田会長（東京大学・館長）から、１０月１日付で九州大学川本館長が、１１月１日

付で新潟大学家富館長がそれぞれ就任したことの紹介があった。続いて、文部科学省研

究振興局情報課の大塚大学図書館係長、国立情報学研究所学術基盤推進部の青木次長、

米澤学術コンテンツ課長、及び日本図書館協会関連報告のため、千葉大学の杉山学術情

報課長にご出席いただく旨、紹介があった。 

 

2．会長挨拶 

  古田会長（東京大学・館長）による開会の挨拶が行われた。 

 

3．前々回及び前回議事要旨の確認 

  古田会長から、第 57 回総会（平成 22 年 6 月 18 日・札幌）議事録は既にご承認いただ

き協会ホームページに掲載済みである旨報告があり、新理事会（平成 22 年 5 月 20 日・

東京大学附属図書館）及び総括理事会（平成 22 年 6 月 18 日・札幌）の議事要旨（案）

について、朗読は省略するが、会議終了までに訂正等があれば申し出ていただきたいと

の依頼があった。 

 

4．報告事項 

（1）第 57 回総会等について 

  当番地区の理事館である北海道大学・藏野事務部長から、配付資料（No.1）に基づき、

総会全体に関する報告及び収支報告があり、来年度の総会運営の参考とすることとなっ

た。 

  引き続き、北海道大学・逸見館長（館長フォーラム世話人・開催館館長）から、配付

資料（No.2）に基づき、第１回館長フォーラムに関する開催報告があった。 

続いて、古田会長から、総会ワークショップ報告については、企画担当館（A：東北大

学／B：京都大学）に議事要旨（資料 No.3-1,2）をまとめていただいているので、お読み

いただきたいとの発言があった。 

 

（2）各委員会等報告 

1）総務委員会 

  川本委員長（九州大学・館長）から、配付資料（No.4）に基づき、委員の交代、協会

賞専門委員会委員長の指名等について報告があり、総会等のあり方、平成 23 年度以降の
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海外派遣事業の実施については、後ほど協議事項としてご議論いただきたいとの依頼が

あった。 

 

2）人材委員会 

  京都大学・川瀬事務部長から、配付資料（No.5-1～4）に基づき、第 6 回マネジメント・

セミナーの開催、平成 21 年度海外派遣事業、平成 22 年度国立大学図書館協会シンポジ

ウム（平成 22 年 11 月 19 日・奈良女子大学／平成 22 年 12 月 3 日・お茶の水女子大学）

の開催等について報告があった。 

 

3）学術情報委員会 

  松浦委員長（名古屋大学・館長）から、配付資料（No.6）に基づき、学術機関リポジ

トリワーキンググループ、GIF ワーキンググループの活動や、国立情報学研究所と共催

のシンポジウム「大学からの研究成果オープンアクセス化方針を考える」（平成 22 年 12

月 10 日・東京大学）の開催等について報告があった。 

 

4）学術情報流通改革検討特別委員会 

  東京大学・尾城情報管理課長から、配付資料（No.7）に基づき、出版社協議の結果等

について活動報告があった。電子ジャーナルコンソーシアムの連携強化に向けた検討案

について説明があった。 

 

（3）地区助成事業申請状況報告 

  事務局（東京大学・木村総務課長）から、配付資料（No.8）に基づき、平成 22 年 11

月現在の申請状況について報告があった。 

 

（4）各地区協会報告 

  特になし。 

 

（5）国公私立大学図書館協力委員会報告 

  筑波大学・上原情報管理課長（国公私立大学図書館協力委員会常任幹事館）から、配

付資料（No.9）に基づき、「大学図書館シンポジウム」（平成 22 年 11 月 26 日・横浜 日

本図書館協会大学図書館部会との共催）の開催等の活動報告があった。続いて、筑波大

学・関川副館長から、電子ジャーナルコンソーシアムの連携強化に関連して、国立情報

学研究所と国公私立大学図書館協力委員会との間の協定書、及び電子ジャーナルコンソ

ーシアム連携ワーキンググループの設置及び活動について報告があった。 

   

（6）日本図書館協会関連報告 

  千葉大学・杉山学術情報課長（日本図書館協会大学図書館部会委員会委員）から、配

付資料（No.10）に基づき、大学図書館部会委員会、総会の開催及び協会の公益法人制度
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への移行等について報告があった。 

（7）その他 

特になし。 

 

5．協議事項 

（1）総会、マネジメント・セミナー及び館長フォーラムの在り方について 

  川本総務委員会委員長（九州大学・館長）から、総会、マネジメント・セミナー及び

館長フォーラムの在り方について提案があった。  

  協議の結果、平成 23 年度は春の理事会で了承されたとおり、平成 23 年 6 月 16 日（木）

に広島市内で総会及び懇親会を開催し、翌日にマネジメント・セミナーを実施すること

とし、館長フォーラムは開催しないことを確認した。また、今後の館長フォーラム開催

については、引き続き検討することとなった。 

  平成 24 年度以降の総会、マネジメント・セミナーの在り方については、関係する委員

会の間で意見を調整の上、春の新理事会において提案することとなった。 

 

（2）平成 23 年度マネジメント・セミナーについて 

  片山人材委員会・人材育成事業グループ主査（東北大学・事務部長）から、当日配付

資料に基づき、平成 23 年度国立大学図書館協会マネジメント・セミナーの企画について

提案があり、協議の上了承され、人材委員会が準備を進めることとなった。 

 

（3）平成 23 年度の海外派遣事業の実施について 

  小陳人材委員会・人材育成事業グループ委員（東北大学・情報サービス課長）から、

配付資料（No.11）に基づき、平成 23 年度事業の実施案及び規定改正案等について説明

があり、協議の上了承された。人材委員会が準備を進めることとなった。 

 

（4）電子ジャーナルコンソーシアムの連携強化について 

  筑波大学・関川副館長（国公私立大学図書館協力委員会常任幹事館）から、配付資料

（No.9）に基づき、電子ジャーナルコンソーシアム連携組織に関する検討結果の骨子に

ついて説明があり、協議の上了承された。国公私立大学図書館協力委員会及び同常任幹

事館で今後、適宜理事会等に報告しつつ、具体案の検討を進めることとなった。 

 

（5）公共サービス改革基本方針の改定への対応について 

  東京大学・木村総務課長から、配付資料（No.12）に基づき、公共サービス改革基本方

針の改定に係る経過や国立大学協会から示された運用方針についての説明があった。今

後の動向についても注意しつつ見守ることとなった。 

 

6．その他 

  古田会長から、新理事会議事要旨（案）、総括理事会議事録（案）について、訂正
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等がないか確認があり、案のとおり承認された。 

  続いて、文部科学省研究振興局情報課・大塚大学図書館係長から当日配付資料に基づ

き、学術情報基盤作業部会の「大学図書館の整備について（審議のまとめ）：変革する大

学にあって求められる大学図書館像(案)」について説明があり、特段のご意見があればお

寄せいただきたいとの要請があった。 

続いて、国立情報学研究所学術基盤推進部・青木次長から平成 23 年度予算確保への協

力と、国公私立大学図書館協力委員会との包括的な協定書締結への協力に対する謝辞が

あった。また、同部・米澤学術コンテンツ課長から当日配付資料に基づき、NACSIS-ILL

による BLDSC 依頼サービスの終了について説明があった。 

 

7．閉会 
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国 立 大 学 図 書 館 協 会 

秋 季 理 事 会 出 席 者 

 

                             平成 22 年 11 月 10 日（水）

                            14：00～16：30

                               京都大学附属図書館 

                              ライブラリーホール（３Ｆ）

 

 

 

北海道大学 館 長 逸 見 勝 亮 

 事 務 部 長 藏 野 由美子 

 管 理 課 長 杉 田 福 夫 

   

   

小樽商科大学 学 術 情 報 課 長 杉 田 茂 樹 

   

   

東北大学 館 長 野 家 啓 一 

 事 務 部 長 片 山 俊 治 

 総 務 課 長 加 藤 信 哉 

 情報サービス課長 小 陳 左和子 

   

   

岩手大学 情報メディアセンター長  

情報メディア課長 

 

西 崎   滋 

藤 原 健 二 

   

筑波大学 館 長 波多野 澄 雄 

 副 館 長 関 川 雅 彦 

 情 報 管 理 課 長 上 原 正 隆 

 情報サービス課長 熊 渕 智 行 

   

   

新潟大学 館 長 家 富   洋 

 学 術 情 報 部 長 井 上   修 

 学術情報管理課長 大 石 博 昭 
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東京大学 館 長 古 田 元 夫 

 事 務 部 長 田 中 成 直 

 総 務 課 長 木 村   優 

 情 報 管 理 課 長 尾 城 孝 一 

 工学系・情報理工学系等情報図書課長  高 橋   努 

   

   

一橋大学 学術・図書部長 大 場 高 志 

   

   

   

名古屋大学 館 長 松 浦 好 治 

 事 務 部 長 栃 谷 泰 文 

 情 報 管 理 課 長 髙 木   昭 

   

   

福井大学 館      長 田 村 信 介 

 学 術 情 報 課 長 髙 島   学 

   

   

京都大学 館 長 藤 井 讓 治 

 事 務 部 長 川 瀬 正 幸 

 総 務 課 長 木 下   聡 

 情 報 管 理 課 長 山 田 周 治 

 情報サービス課長 相 原 雪 乃 

   

   

大阪大学 館 長 小 泉 潤 二 

 事 務 部 長 細 戸 康 治 

 図書館企画課長 白 木 俊 男 

 利 用 支 援 課 長 奥 田 正 義 

   

   

広島大学 館 長 佐 藤 正 樹 

 副 図 書 館 長 石 井 道 悦 

 図書学術情報企画ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 藤 井   明 
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愛媛大学 館 長 小 淵   港 

 図書館事務課長 井 上 俊 彦   

   

   

九州大学 館 長 川 本 芳 昭 

 事 務 部 長 濵 﨑 修 一 

 図書館企画課長 飯 田 昇 平 

   

   

鹿屋体育大学 館 長 西 薗 秀 嗣 

 学術図書情報課長 吉 田 英 明 

 

 

 

  (監事館) 

弘前大学 館 長 長谷川 成 一 

 学 術 情 報 部 長 膝 舘 俊 広 

 学 術 情 報 課 長 酒 井 量 基 

   

   

神戸大学 館 長 瀧 澤 栄 治 

 事 務 部 長 三 原 英 夫 

 情 報 管 理 課 長 稲 葉 洋 子 

  (オブザーバ) 

文部科学省研究振興局   

情報課学術基盤整備室 大 学 図 書 館 係 長 大 塚 克 威 

   

   

国立情報学研究所 

学術基盤推進部 

次 長 

学術コンテンツ課長 

青 木 利根男 

米 澤   誠 

 

 

 

千葉大学 学 術 情 報 課 長 杉 山 宗 武 

 

 


